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４ 維持管理の今後の進め方 

（１）運営体制 

県営水道の職員が担う専門性の高い業務を継続し、技術レベルを向上させていくた

め、人材の育成及び技術の継承を図る。さらに浄水場運転管理の委託業者への指導・

監督能力の更なる向上のため、また、事故・災害時等の危機管理上、臨機の対応を図

るため、各水系の拠点となる浄水場は引き続き県による運転管理体制を堅持する。 

 
今までの取り組み 

県営水道の運営に長年従事した職員の多くが定年退職することに伴い、浄水場運転管理

業務の一部や送配水管路の巡視点検業務について、順次、民間委託を活用している。 

平成１２年度～  弥富ポンプ場、筏川取水場運転管理業務の民間委託 

平成１６年度～  送配水管路施設の巡視点検業務の民間委託 

平成１８年度～  知多浄水場はじめ４浄水場の排水処理ＰＦＩ事業の開始 

平成２０年度～  幸田浄水場、豊橋浄水場運転管理業務の民間委託 

平成２１年度～  高蔵寺浄水場運転管理業務の民間委託 

平成２２年度～  上野浄水場、犬山浄水場運転管理業務の民間委託 

平成２３年度～  豊田浄水場はじめ６浄水場の排水処理ＰＦＩ事業の開始 

平成２５年度～  豊橋南部浄水場運転管理業務の民間委託 

0
1

3
4

5

3

5
4

9
8

6

3

5

2
1

4

2
3

5

10

6
7

9
8

12 12
11 11

6
5

6
5 5

7
6 6

5

12
13

11
10

23

26

0

5

10

15

20

25

30

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

技
術

職
員

数
（
人

）

平成24年3月末時点

 
図 1 技術職員の年齢構成 

課 題 

 団塊世代職員の大量退職により経験豊富な技術職員が減少している一方で、経験の

浅い若手職員が増加しており、職員の技術力を維持・向上する必要があること。 

 民間へ委託している業務について、県側で民間業者への指導・監督能力を保持する

とともに、民間へ委託している業務内容の更なる品質向上に努める必要があること。 
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今後の取り組み 

 次の施策等を実施することにより、人材育成や技術継承を進める。 

 職員研修による各分野別の知識習得（建設、維持業務等） 

 浄水場計装設備の運転操作手法の統一化による業務習熟期間の短縮化 
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（２）受水団体との連携 

受水団体においても県と同様に技術継承を課題としていることから、水道事業者間

での連携した危機管理訓練や実技研修などを引き続き共同で実施することにより人

材育成に取り組む。 

 
今までの取り組み 

県営水道の運営に対し、受水団体の意見を反映していくことが重要と考え、年２回受水

団体との意見交換会を開催しており、この意見交換会では､地震災害や水質事故などに対す

る安定供給対策の推進や水道ＰＲ活動、技術継承研修の共同実施等を求める意見が出され

ている。このため、県営水道では受水団体との連携したソフト面の取り組みとして、受水

団体と共同で技術継承研修会や防災訓練などを行っており、平成２３年度には、県営水道

給水５０周年ＰＲ活動事業を県と受水団体との共催で実施している。 

 

 

図 2 地域住民や受水団体と連携した共同防災訓練 

 

 
課 題 

 受水団体においても県と同様に技術継承を課題としており、受水団体と共同で人材

育成のための取り組みが必要なこと。 

 
今後の取り組み 

 受水団体と連携した技能研修、防災訓練等を実施する。 
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（３）環境への取り組み 

尾張地域の２浄水場へ排水処理ＰＦＩ事業を導入し、浄水場汚泥の一層の有効利用

を促進する。また、固定価格買取制度による買取価格の動向等を注視し、水供給の安

全性及び採算性を勘案しつつ、再生可能エネルギー導入の可能性を検討する。 

 
今までの取り組み 

県営水道では浄水場の水処理過程で発生する汚泥の脱水処理から発生土処分までの一連

の工程で必要となる施設整備（脱水機の新設・増設・更新等）と管理運営について、民間

の資金や手法を活用するＰＦＩ事業を平成１８年度に知多浄水場はじめ４浄水場へ、平成

２３年度からは豊田浄水場はじめ６浄水場へ導入しており、このＰＦＩ事業により施設整

備と維持管理の両面における公費負担額の削減に加え、従前までは発生土の一部を産業廃

棄物として処理してきたが、園芸用土などへより一層の有効利用を促進することにより、

循環型社会の実現に努めてきた。 

また、浄水場等の水道施設は電力を大量に消費することから、浄水場における夜間電力

の有効活用や省エネルギーの機器導入等による省エネルギー対策を実施してきたほか、浄

水場浄水池上部を活用した太陽光発電を一部導入することにより、環境への取り組みを実

施してきた。 
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図 3 PFI 事業概要図 

課 題 

 県営浄水場の排水処理業務を対象にしたＰＦＩ事業は、既に導入した事例において

財政面や廃棄物の有効利用等の事業効果を挙げていることから、ＰＦＩ事業を導入

していない残る尾張地域の２浄水場への導入検討が必要なこと。 

 浄水場などの水道施設は電力を大量に消費することから、再生可能エネルギーの活

用などにより、環境負荷の低減に努める必要があること。 

 
今後の取り組み 

 犬山・尾張西部浄水場への排水処理ＰＦＩ事業の導入と浄水場未利用地を活用した

太陽光発電の可能性を検討する。 

ＰＦＩ事業範囲（破線内） 

汚泥の脱水処理から発生土の有

効利用までの一連の工程 


